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令和４年度 新潟市中央区社会福祉協議会 事業計画 

 

 

 基本方針 

  超高齢社会の進展や人口減少のような社会状況の変化の中、新型コロナウ 

イルス感染症の拡大は、社会のシステムをはじめ、人びとの価値観や生活様式 

に大きな影響をもたらし、未だに地域における福祉活動も制約されています。 

 また、経済の悪化による雇用の不安定化や世帯収入の減少などで、これまで 

にない多様な区民からの貸付・生活相談が多く寄せられており、他機関・多職 

種との連携がますます重要となっています。 

 そうした中で、新潟市中央区社会福祉協議会（以下「区社協」という。）で 

は、地域活動の再開に向けた支援、新たな生活困窮者への支援等、これまでと 

は異なる状況から課題を捉え、地域コミュニティにおける社会資源のつなが 

りを意識した解決に向け、取り組みを進めてきました。 

 令和４年度は、地域共生社会の実現に向けて、地区社協を中心とした地域福 

祉の推進に向けた基盤づくりを進めるとともに、多様な相談・福祉課題に対応 

できるよう区内の行政、関係機関等との連携をさらに進めます。 

 

重点目標 

 １ 地区社協等の活性化による地域福祉活動の推進 

   地区社協、地域社協連絡会、地域コミュニティ協議会（以下「コミ協」と

いう。）、自治会・町内会（幹事）等の団体による住民によるつながりや福祉

活動を活性化するため、地域の取り組み状況に応じた支援等を行います。 

   また、コロナ禍で休止している地域活動の再開や活発化に向けて、地域の

実情や実践事例を適切に把握し、地域社協連絡会等を通じて共有化します。 

      

 ２ 孤立を見逃さない地域づくりとネットワークを活かした支援体制の構築 

   身近な地域で住民による社会的孤立を見逃さない見守り活動、交流活動

等の地域のつながりが広がるよう友愛訪問事業や緊急情報キット事業をは

じめとした取り組みを支援します。 

   また、既存の制度では解決できない相談が増える中、適切な相談・支援が

できるよう様々な機関・団体とのネットワークの構築を進めます。 
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 ３ ボランティア・市民活動の推進 

   身近な区民の相談窓口として、ボランティア登録・相談、情報の収集・提

供、各種講座・セミナーの開催などを通じて、ボランティアの発掘・養成を

行います。 

    そのため、中央区内の社会福祉施設、ＮＰＯ法人、市民活動団体、企業等

とのネットワークをさらに広げることで、新しい情報の確保に努め、あらゆ

る相談に応じられる体制を構築します。 

   また、災害時のボランティアによる支援体制を整えるため、平時から中央

区内の社会資源とのネットワークの構築を進めます。 

  

４ 広報・啓発活動の推進 

   区社協の事業が広く区民に浸透し、様々な福祉活動へのきっかけになる

よう多世代に向けた情報発信に努めます。そのため、新しい広報ツールの活

用や効果的な広報のあり方を積極的に取り入れます。 

   また、喫緊の地域福祉の課題についての啓発の機会として、広く区民を対

象とした中央区地域福祉推進フォーラムを開催します。 

 

５ 組織運営の充実 

   区社協の事業運営に関する意思決定機関として、役職員が共に課題に取 

  り組むことができるよう理事会の活性化に努めます。また、会長の諮問に 

  により理事会で委員会を設置し、必要事項を検討します。 

   会員会費を維持するため、本会の役割や事業について区民の理解が得ら

れるよう開かれた組織運営に努めます。 

   

 

事業概要   －財源参考表記－（主な財源）４年度予算額［３年度予算額］／単位：千円 

１ 地区社協等の活性化による地域福祉の推進 

（１）地域社協連絡会及び地区社協活動の活性化（会費）３，７２３［３,７９９］  

    中央区内の４つの圏域の地域社協連絡会単位で定期的に情報共有や地 

   域福祉推進の取り組みを進めるとともに、各地区社協の活動を支援します。     

      また、地域担当の職員を配置するとともに、地区社協等で企画する講座 

   等のテーマに合わせた講師派遣(出前講座)も行います。 

    各地区社協の福祉課題に合わせた多様な活動を推進するため、地区社協 

   活動交付金として、前年度会費納入額の一定額を交付します。 
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  【中央区内２４地区社協一覧】  ※旭水地区社協は、地域が重なっています。 

地域社協連絡会名 所属する地区社協 

しもまち 入舟、栄、湊、豊照、新潟、礎、大畑、※旭水 

上新潟島 鏡淵、白山、浜浦、関屋、有明台、※旭水 

江東 南万代、万代、長嶺、沼垂 

みなみ 鳥屋野、上山、女池、上所、紫竹山、笹口、山潟 

    

 （２）地区社協関係者等を対象とした会議・研修会等の開催 

    地区社協を中心とした地域福祉を推進するため、区社協が主催する会議・ 

     研修会等を体系化し、協働の取り組みを進めます。 

会議・研修会名（開催月） 内 容 対象者 

区社協総会（５月） 事業計画・予算承認 地区社協役員 

地域社協連絡会（年３回） 地域福祉推進の会議 地区社協役員 

地区社協・幹事研修会（７月） 地域福祉をテーマに

した研修・啓発 

地区社協、幹事 

地域福祉推進フォーラム(１１月) 地区社協、幹事、区民 

災害ボランティア研修会（２月） 災害テーマの研修会 地区社協、幹事 

 

 （３）地域福祉活動計画の推進    (共同募金）１，３００［１，３００］ 

    令和２年度策定の「中央区地域健康福祉計画」（令和３年度～令和８年 

   度／行政の地域福祉計画と社協の地域福祉活動計画の合冊）の計画を推進 

   します。現計画における各地区社協の取り組みを推進するため、地区社協 

   とコミ協と協働で実施する交流事業や見守り事業に対し助成を行います。 

 （４）ふれあい事業               （共同募金）２，１３６［２，２０７］ 

    自治会・町内会の世代交流事業等を対象として助成を行ないます。世代 

   交流を進めることで、担い手の育成や地域の茶の間などの見守り事業のき 

   っかけになることも目的としています。さらに、自治会・町内会の組織（班・ 

   組）を活用した見守り・生活支援活動に対しても新たに助成を行います。 

 （５）歳末たすけあい事業       （共同募金）３，７９６ ［３，４９６］ 

    歳末たすけあい募金を財源として、地区社協、コミ協、自治会・町内会、 

     福祉施設等の地域コミュニティにおける各種団体が主催する地域住民と 

     の交流を目的とした事業を対象に助成を行います。 

    また、今日的な社会課題の解決のためのテーマを当年度設定・募集し、 

   ＮＰＯ等市民活動団体等の新しい取り組みも支援します。 
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 （６）地域包括ケア推進事業【市受託事業】  （市受託金）５５３［５２３］ 

    支え合いのしくみづくり体制を構築するため、第１層（区域）推進員を 

     配置し、生活支援や見守りを行う地域の団体の育成・支援を行います。 

 

２ 孤立を見逃さない地域づくりとネットワークを活かした支援体制の構築        

 （１）友愛訪問事業          （共同募金）１，９７７［２，１１６］ 

    見守りが必要な概ね７０歳以上のひとり暮らし高齢者等を対象に民生

委員児童委員、コミ協、自治会・町内会を主体に地域のボランティアが訪

問員として見守りや安否確認を行います。 

 （２）おせち料理配食事業        （共同募金）３．４２７［３，４３６］ 

    歳末たすけあい募金を財源として、友愛訪問事業対象者に対し、年末 

   （１２月３０日）に友愛訪問員がおせち料理を届けます。 

 （３）地域の茶の間（サロン）事業【拡充】（市補助金、会費）2,151［1,935］ 

    自治会・町内会など身近な地域で運営する地域の茶の間（いきいきサロ

ン）の立ち上げや運営の支援を行います。１０人未満の小規模な活動も対

象とします。また、団体を対象とした情報交換会も予定しています。 

 （４）緊急情報キット事業             （共同募金）１７５［１４７］ 

    ひとり暮らし高齢者世帯をはじめとした地域住民の見守り、緊急時対

応のため、地区社協（コミ協）等が中心となって、地域コミュニティの中

で一体的に取り組む、見守り活動を支援します。 

    今年度から社会的孤立を身近な地域で防ぐ取り組みとして、単独もし

くは複数の自治会・町内会も対象に事業を拡大します。 

  （５）子育て支援事業            （共同募金）７５９［６６２］ 

     こども・子育て支援法の趣旨に基づき、未就学児から高校生までを広く

対象とした地域社会で子どもたちを見守り育てる事業を拡充します。事業

全体を通して、行政・関係機関との連携・協力を進めます。 

    ① 子どもの居場所づくり支援事業 

      子どもたちがひとりでも立ち寄ることができ、安心して利用できる 

     居場所を運営するもしくは運営したい団体の活動を支援します。区社 

         協は立ち上げ支援・助成などを行います。 

       （例）・子ども食堂 ・子育てサロン ・学習支援などの交流拠点運営 

    ② 子どもの居場所づくり団体情報交換会 

          子どもの居場所づくり支援事業の申請を行った団体を中心として、 

     情報交換会で開催します。 
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 （６）コミュニティソーシャルワーク推進事業  （会費）７１６［３１０］ 

     既存の取り組みでは対応できない狭間のニーズに対応するため、区社

協のネットワークを活かし、行政・関係機関と連携・協力し、解決に向け

た支援を行います。 

     また、子どもの居場所やひきこもりなどの中央区内共通の福祉課題に 

    ついては、臨機応変にセミナー（講座）や情報交換会を開催し、支援する 

    団体の立ち上げや運営などについても協力します。 

    今年度は、コロナ禍で在住外国人の相談が増加していることを背景に

多文化共生推進に関する調査プロジェクトを大学、関係機関・団体と共に

立ち上げ、在住外国人に関する生活と意識の調査を行う予定です。  

 （７）子ども学習支援事業【市受託事業】（市受託金）３，１１６［２，６７７］ 

   生活保護世帯等の生徒及び保護者に対して進学の重要性・学習習慣の

定着を図ることを目的に「子ども勉強会」を開催します。 

  （８）高校進学のための相談支援事業        （会費）１０［１０］ 

    新潟市社協全体の取り組みとして、市内の中学生を対象に学校を通じ

て高校進学に向けた各種奨学金・貸付金の一覧表を配布し、学生・保護者

からの個別相談に対応します。 

  （９）１ＤＡＹインターンシップ事業 

    福祉の職場や現場に興味を持つ学生の申込みにより区社協がコーディ

ネートし、福祉施設・区社協で１日体験を行うミニインターンシップです。 

   ※令和３年度は、サマーチャレンジボランティア代替事業として実施し 16 名参加。 

 （１０）生活福祉資金貸付事業【県社協受託事業】 （受託金）１０５［８８］ 

    低所得世帯等からの相談に応じ、低利で資金の貸付と自立支援を行う 

      ことにより、世帯の経済的な自立や社会参加の促進を図る事業です。 

    ※令和３年度は、コロナ禍で緊急小口資金・総合支援資金の利用者が多数。 

 （１１）行旅人旅費貸付事業             （その他）５［６］ 

    所持金を無くした方の目的地までの交通費の一部を貸付する事業です。 

  （１２）日常生活自立支援事業       [市社協地域福祉課で予算管理] 

    認知症高齢者、障がい者等で判断能力が不十分な方が住み慣れた地域 

   で自立した生活が送れるよう福祉サービスの利用援助や生活を維持する 

   ための預金払い出し（代行）などを契約により支援します。 

  （１３）思いやりのひとかき運動      [市社協地域福祉課で予算管理] 

    地域での思いやりと助け合いの心を育む運動として、中央区建設課と 

   協力し、除雪のためのスコップをバス停留所等に設置します。 
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３ ボランティア・市民活動の推進 

 （１）ボランティア・市民活動センターの運営（会費・共同募金）６４７［６９４］ 

    ボランティア・市民活動に関する総合相談窓口として、ボランティアコ

ーディネーターを配置し、ボランティア登録、活動先の紹介、情報提供、

ボランティア保険加入の手続き等を行います。 

 （２）ボランティア・市民活動センター運営委員会 

    区社協理事、ボランティア団体、福祉施設、企業、大学等の参画により、

中央区ボランティア・市民活動センター（以下「センター」という。）の

運営・事業について協議し、開かれたセンター運営を目指します。 

 （３）ボランティア・市民活動育成事業（共同募金）１，０４７［１，０００］ 

   ① ボランティア講座 

     ボランティア活動に関心のある方が気軽に参加できるようなボラン

ティア講座を企画・開催します。センターとつながる地域団体・企業等

とのネットワークによる講座も予定しています。     

   ② 登録ボランティア交流会 

             ボランティアを始めたばかりの個人から長年活動を続けている個人・ 

    団体まで幅広く対象に、ボランティア同士の交流会を開催します。 

   ③ ボランティアのつどいＮａｎｍｏ 

     中央区社協のボランティア登録者等に呼びかけ、広報誌の発送作業

のような軽作業を行うことで、ボランティア同士の交流や情報交換の

機会として毎月１回開催します。  

   ④ 冬休み親子交流事業 

     小学生以下の子どもとその保護者を対象に、映画のつどい「幸せ空間

親子でシネマ」を前年度に引き続き開催します。 

     ※令和３年度は、迎賓館ＴＯＫＩＷＡ、新潟・市民映画館シネ・ウインド他  

      企業・団体の協力により、令和３年１２月１９日（日）開催。 

   ⑤ サマーチャレンジボランティア    [市社協地域福祉課で予算管理] 

     夏休み期間に高校生、専門学校生、大学生を対象に、参加申込者が福 

    祉施設等でボランティア活動を行います。  ※令和 3年度は開催中止 

 （４）災害ボランティアセンター運営事業     （その他）３７６［４０８］ 

    大規模災害時における災害ボランティアセンターの円滑な設置・運営 

のため、災害ボランティア等に関する研修会を開催します。 

 （５）福祉教育推進事業（総合学習の支援等）      （会費）９２［６０］ 

    小・中学校等の依頼により、地域の社会資源を活用した総合学習の支援
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を行います。障がいや高齢に関する理解を深めるだけではなく、必要に応

じて、子どもたちが身近にある福祉施設や団体などと一緒に学ぶことが

できるよう区社協がコーディネートします。 

 （６）ボランティア・市民活動センター情報誌「ボラまち」の発行  

    センターの活動報告のほか中央区内のボランティア情報や福祉関係の 

   イベント紹介を中心とした情報誌「ボラまち」を隔月（奇数月）発行し、

関係機関窓口等に設置・配付します。また、ホームページとの連動性を

高め、情報の効果的な発信に努めます。 

 （７）元気力アップ・サポーター事業【市受託事業】[市社協地域福祉課で予算管理] 

    ６５歳以上の介護保険第１号被保険者を対象として、介護予防の推進と 

   高齢者の社会参加を目的とした新潟市の制度です。事前説明会参加の上、 

   サポーター登録し、希望する福祉施設でボランティア活動を行います。 

     

４ 広報・啓発活動の推進 

 （１）地域福祉推進フォーラムの開催      （会費）３４７［３３０］ 

     地域福祉に関する先駆的なテーマを取り上げ、区民への啓発を目的と

した地域福祉推進フォーラムを開催します。中央区健康福祉課との共催

を予定しています。※令和３年度は、令和３年１１月２７日（土）開催。 

 （２）広報事業                （会費）７７７［７７７］ 

   ① 中央区社協だより「はぴふる」の定期発行   

     区民向け広報として「中央区社協だより」を年２回発行し、区社協の 

    事業・活動等について、多世代に向け、わかりやすく広報します。 

   ② ホームページ等を活用した広報 

     区社協事業の紹介やイベント告知などをホームページ（スマートフ 

    ォン対応）を活用して、多世代に向けた情報発信を行います。講座やセ 

    ミナーなどの照会や申込についても、*ＱＲコードの活用をはじめとし 

    た新しいアクセスの方法も取り入れ、幅広い年代に対応できるホーム 

    ページを目指します。   -*QR コードは(株)デンソーウェーブの登録商標です- 

     また、近年、各世代に急速に浸透しつつあるＳＮＳ（ソーシャルネッ 

    トワークサービス）の活用による情報発信についても取り組みます。   

   ③ ボランティア情報誌「ボラまち」【再掲】 

     ※再掲のため省略 
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５ 組織・運営の充実 

 （１）新潟市社会福祉協議会会員会費等の安定的確保 

    区社協事業に対し、区民、団体、企業等の理解・協力を得るため、様々

な機会に広く事業の周知を行い、会員会費の安定的確保に努めます。 

        ① 一般会員会費（令和４年６月に各世帯へ納入依頼予定） 

    ② 賛助会員会費（令和４年８月に企業に対して納入依頼予定） 

    ③ 寄付金（随時） 

 （２）理事会機能の充実 

    区社協の事業運営に関する意思決定機関として、役職員が共に課題に

取り組むことができるよう理事会の活性化に努めます。また、会長の諮問

により理事会で委員会を設置し、必要事項を検討します。 

    ① 理事会（年４回／５月、９月、１月、３月） 

    ② 監事会（年１回／５月） 

    ③ 正・副会長会議（年４回／理事会前） 

    ④ 企画財政委員会（年４回／１０月～１月） 

    ⑤ ボランティア・市民活動センター運営委員会（年４回／理事会前） 

 （３）区社協総会の開催 

     令和４年５月に地域福祉の推進を担う区社協役員、地区社協関係者を 

    対象として、年次総会を開催し、理事会で議決した事業計画・予算並びに

事業報告・決算について承認をいただきます。 ※令和３年度は書面開催 

  （４）役員研修の充実 

    役員（理事・監事）が先駆的な地域福祉活動や社協活動について学び、 

   区社協の組織運営・事業の参考とするため、全国社会福祉協議会主催の研

修会をはじめ各種セミナー・研修会に参加できる機会を設けます。 

 （５）赤い羽根共同募金運動への協力 

    社会福祉法人新潟県共同募金会新潟市共同募金委員会中央区分会の事

務局を置き、中央区内の赤い羽根共同募金運動推進に協力します。 

    ① 一般募金（毎年１０月～１２月） 

    ② 歳末たすけあい募金（毎年１２月） 

 （６）中央区民生委員児童委員会長連絡会との連携・協力 

    地域福祉の担い手である民生委員児童委員との連携を図るため、地区

民生委員児童委員協議会の会長で構成される中央区民生委員児童委員会

長連絡会の運営に協力するとともに、地区民生委員児童委員協議会(１７

地区) 定例会に職員が出席します。 


